
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神奈川県議会令和 5年第 2回定例会開会中(5月 11日～7月 11日) 

6月補正予算案は、当初予算（骨格予算）に対する肉付けを行うことで

「持続可能な神奈川」に向けて取組の強化を図るために 51億 7,553万

円が提示されました。「子ども・子育て支援の取組」として、結婚・妊娠・

出産・育児の切れ目ない支援や、あたたかいコミュニティの創出に向け

た取組を進めるほか、「デジタル行政の推進」として、AI技術を活用し、

「消えかけた道路標示」の点検・補修を加速化させるための取組、コミ

ュニケーションアプリを活用した「子育てパーソナルサポート」による

情報発信などを推進していくとしています。 
 

AI 技術を活用した「消えかけ白線ゼロ」を目指す取組とは 

道路標示等を早期に補修するため、道路標識点検車両に搭載したカメラ 

の画像を活用し、摩耗状況の自動検知・判定等を行うシステムを導入 

予算額 152万円 

 

神奈川県議会 2期目がスタート 

多くの皆様からのご支援のもと 25,401票を頂戴し、県議会議員 2期目のスタートを 

切ることができました。いただいたご支援に感謝し、誰ひとりとり残さないともに 

生きる神奈川の実現に向け力を尽くしてまいります。今期は、新人議員 3人を含む 

10人で構成する政策実行に向けて取り組む「かながわ未来」県議団に所属し、 

政務調査会の副会長を務めていきます。 

また、所属の常任委員会は「厚生常任委員会」「予算委員会」となりました。 

これまで所属したことのない「厚生常任委員会」では社会福祉、社会保障、人

権及び男女共同参画、次世代育成、私学、保健医療、生活衛生、そのほか福祉

子どもみらい局や健康医療局所管の事項について審査を行います。所管事項は

幅広く、市民県民に密接にかかわる部分も多く身の引き締まる思いです。皆さ

まの負託に応えるべく、精進してまいります。2期目もご指導のほどよろしく

お願いいたします。 

 

 

 

 
7月 27日（木）から 

「かながわ Pay 第 3弾」

始まります！ 
 
専用アプリ「かながわ

Pay」を通じて QRコード 

決済サービスで代金を 

支払った際、決済額の 

最大 20％の金額に相当する

ポイントを消費者に還元す

るキャンペーン       

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県内で発生した児童虐待による死亡事例等（3件）の調査検証

等について報告を受け、質疑を行いました。 

県所管域での児童福祉司等の専門職の配置状況は令和 5年 4月 1日現在、国の配置基準 217人のと

ころ、186人。31人足りない状況。かつ、ほとんどが経験年数 3年以内。 

死亡事案にかかわることで、自らの対応に不安を感じたり、やり場のない思いを抱えていくことにも

なり、自責の念にとらわれがちになりますが、児童相談所の支援は、職員個人で進めることではなく、

組織として判断し対応をしていくものであり、配置基準に満たない状況にある専門職の確保はもちろ

ん、経験の浅い職員に向けての人材育成にしっかりと取り組むことが急務です。 

児童虐待は、まずはなくしていくことが第一ですが、複雑化、困難化する児童虐待に対応する職員の

メンタルヘルスにもしっかりと取組み、丁寧な人材育成、働く人が一人で悩まない働きやすい職場環

境づくりを進めることを要望しました。 

児童相談所の体制強化等、今後も常任委員会でしっかりと議論を進めてまいります。 

令和 4年度児童相談所 

虐待相談受付件数について 

政令指定都市・児童相談所設置市（横須賀市）を 

除く県所管の児童相談所で令和 4年 4月から 

1年間で受け付けた虐待相談受付件数は、7,290件、前年度比 548件（8.1％）増で過去最多。 

1 児童相談所別件数 

 

 

 

2 内容別件数の年次推移（５年間） 

 

 

 

 

 

 

 
 

「心理的虐待」が 10年以上連続で最多 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




